
 

 

 

今回の宮崎県文化講座では、台湾文学研究家の河原 功氏（一般財

団法人 台湾協会評議員）をお招きし、前半は郷土出身の作家・中村地

平と台湾の関わりについて御講演いただきます。 

また、後半は、河原氏に加え、長年にわたり中村地平について研究を

続けている岡林 稔氏（宮崎大学名誉教授）と、今春公開されたドキュメ

ンタリー映画『中村地平』を脚本・監督された小松 孝英氏（本県出身の

アーティスト）の３人による「作家・中村地平」と題した鼎談を行います。 

 

【中村地平(1908～1963)のプロフィール】 

本名は治兵衛（じへえ）。宮崎市淀川町に生まれ、旧制宮崎中学校から

台湾の台北高等学校を経て東京大学美術史学科卒。学生時代に「熱帯

柳の種子」を文芸誌『作品』に発表、太宰治や小山裕士とともに井伏鱒二

門下の三羽ガラスと言われた。「南方郵信」など芥川賞候補に３回ノミネ

ート。宮崎県立図書館長や宮崎相互銀行（現宮崎太陽銀行）社長を歴任。

第１回県文化賞、第１２回西日本文化賞（西日本新聞社）を受賞。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ・申込み先 情報提供課 郷土情報担当 

Tel：0985-29-2954 FAX:0985-29-2491 

 

１ 会 場 県立図書館 ２階 研修ホール     

２ 定 員 前半、後半各１００名                 

３ 申込み方法 電話(月～金の 9:00～17:00) 

 TEL:0985-29-2954 ※本館閲覧室 4番カウンターでも可 

４ 申込み期間 10/4(金)まで         

５ 参加費 いずれも無料 

※なお、9/21(土)～11/24(日)には 2階特別展示室 

にて特別展「中村地平の足跡」を開催します。  図書館長時代の中村地平                        

                                  

 

 

 

 

１０月６日（日）前半(講座)：午前１０時から正午まで 

        後半(鼎談)：午後１時半から３時半まで   

日時 

講座「中村地平と台湾」 

鼎談「作家・中村地平」 

  

 

令和６年度 宮崎県文化講座と鼎談 


